
チーム〝SUNAGAWA″ブランディングプロジェクト （砂川市地域ブランド構築事業) 

第１３回チーム“SUNAGAWA”団結オンラインセミナー 振り返り 

と き ： 令和２年６月１９日 （金） 16：00～18：00   ところ ： 地域交流センターゆう 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、初めてオンラインで実施しました。 

オンラインでは３６名、地域交流センターゆうでは１３名、合計４９名と 

今回も多くの皆さんに参加いただきました。 

 

１．地域ブランド構築事業概要説明 （事務局）    資料はこちら ↓ 
https://www.city.sunagawa.hokkaido.jp/sangyou/shoukou/files/20200619zimukyokuteiansiryou.pdf 

２．トークセッション ～新型コロナウイルス発生前後の変化と課題～  

           
 

 

 

コロナ前は国内・海外から 「東京に人が

集まる」 前提のため、手間・コストなどを集

中し効率の良いブランディング活動・市場

化マッチングを目指していた。 

コロナ後は状況が一変、地域内・外（国内・外）それぞ

れに深い境界線が引かれ、それぞれ別々の手法（地

域内は地産→地消、地域外は外繋→外商）でのブラ

ンディング活動・市場化マッチングが求められている。 

①仕込み 
②PR・販売 
③誘客 
④回遊・販売 
⑤リピート 

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 



２．セミナー ＳＮＳの活用 ～地域ブランドにおけるデジタルコンテンツ発信の重要性について～  

 ㈱エンタトニック 安藤 寛之さんの紹介  大学卒業後、小田急百貨店でバイヤー・マーチャンダイザー

を経験 （山本聖氏の後輩）。営業企画、ＥＣサイトの戦略担当、店舗開発担当を歴任。首都圏に食と雑貨

のセレクトショップなど計６店舗を出店させる。デジタルコンテンツを使ったＰＲ・マーケティング・ブランディ

ングを行い、地域のモノづくり事業者を支援する㈱エンタトニックを立ち上げる。 

 なぜ、ＳＮＳをやるべきなのか ・・・ ３つの大きな理由  

① デジタルコンテンツ以外で 「地域を超えた人」 に多くの情報を伝えるすべがないから 

② 「実質」 無料で、簡単に誰でもすぐにできるから 

③ 国内はもちろん、世界中に多くのユーザーがいるから 

○ ＳＮＳが必須という証拠１ ・・・ ネットメディアの利用時間  

 

若年層にとってインターネットメディアはテレビ以上に利用時間が多いメディア 

→ ５・１０年後がどうなるか想像してください。 

プロジェクトや自社のターゲットを考えてメディアを選択していくべきです。 

○ ＳＮＳが必須という証拠２ ・・・ コミュニケーションツールとしてのＳＮＳのシェア  

 
平成 30 年度 総務省情報通信政策研究所 情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査 

大多数の若年層は 「情報交換」 「共有」 「連絡」 のほとんどをＳＮＳで行う 

※地域を超えた人とは？ 

 ネットの世界では誰でも繋がること

ができると体感している人 



 ＳＮＳを 「続けていく」 こと ・・・ 自分もやってはいるけど効果はないと思っていませんか？  

                      

   

１４９万件 （大館市）÷２．８万件 （大洲市） ＝ ５３倍の情報量 

→ はっきり言って勝負にならない 

→ 東京・海外のバイヤーであれば、 

１００％ 『大館 曲げわっぱ』 を選ぶ 

 

 

秋田県 大館市 

人口 71,560 人  

愛媛県 大洲市 

人口 42,660 人 

  

例 ） 曲 げ わ っ ぱ 

２．８万件の情報量 １４９万件の情報量 

わかりやすい情報を 

たくさん投げ込むこと 

この戦いはWindows95 が発売さ

れた 1995 年から始まっていた 

大館市の人

達が情報を

発信してき

た結果 

『大洲  曲げわっぱ』  と

検索しても検索画像は

全て  『大館  曲げわっ

ぱ』 になってしまう！ 



 まずは始めること そして絶えることなく続けること ・・・ 戦わなければいけない相手を知る  

例 ） 地 域 で 検 索  

  

  

  
 

例 ） 地 域 ＆ ス イ ー ツ で 検 索  

 

 
 

 
 

 

 

砂川 791,000 件÷人口 17,000 人 

＝市民１人当たりの情報発信量 47 回 

滝川 2,060,000 件÷人口 39,000 人 

＝市民１人当たりの情報発信量 53 回 

富良野 5,540,000 件÷人口 21,000 人 

＝市民１人当たりの情報発信量264回 

※観光客の声なども含まれるが、地元

からの情報発信の量が圧倒的 

→ まずは滝川市を抜かしたい！ 

「砂川 スイーツ」の 1,010,000 件は

なかなかの数字だがライバルは？ 

↓ 

十勝は砂川の２．３倍 

↓ 

小樽は砂川の７．３倍 

※まずは十勝と情報量で戦う！ 

北海道は砂川の１４６倍 

※バイヤー等は 「北海道 スイー

ツ、何があるかな？」 と探す。

「北海道 スイーツ」  の検索件

数の中で 「砂川 スイーツ」 の

情報発信をどれだけ多くし続

けることができるかが勝負！ 

これが第一 

ターゲット；自分の街に来てほしい人 ※ 『おいしそう』 『可愛い』 『キレイ』 『かっこいい』 

『おしゃれ』 であればあるほど五感を刺激する 

※ 例えば、ダイエット、美肌、都会に疲れて癒されたい、外反母趾や肩こりで悩んでいる人に 

→ 「この地域なら、このように解決できます！」 と、質の高い情報を提供し続け突き抜ける！ 

※ 「個」 ＝ 「事業者、または、地域」 


